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運動会ありがとうございました！ 

そして、平和な未来の担い手を育む教育を！ 

校長 松本 雅史  
 

秋も深まり、星空が美しい季節となりました。季節は晩秋、中庭の木々も色づいてきました。先

日、オリオン座の流星群が来るというので、夜空を見上げてみましたら、北西の空に堂々とまだ夏

の大三角形が輝いていました。夏の大三角形は、11 月もまだ西の空で頑張るみたいですね。 

さて、先日の運動会には、多くの保護者の皆様にご観覧いただき、誠にありがとうございまし

た。運動会のいわれは様々語られますが、「運動会」という名称での催しは、東京大学（東京大

学予備門：明治 16 年当時）が始まりとも言われています。勉強ばかりしていては、学生生活に

潤いがないということで始まったとのことです。勉強漬けの学生さんも、この日ばかりは運動を

大いに楽しみ英気を養うとともに、向学の志を振起したことでしょう。 
八小のこどもたちも、玉入れ、綱引き、大玉送りなど、年に 1 度の運動会を大いに楽しめたこ

とと思います。運動会はみんなでやるから楽しいのです。全力でやるから気持がいいのです。持

てる力を大いに振り絞り、仲間を力一杯応援する、相手の本気と自分の本気をぶつけ合う、それ

が運動会の醍醐味です。そうした学校が一体となったこどもたちの姿をご覧いただけたのではな

いかと思います。 
そして、先月は、広島被爆１世の田戸サヨ子さんをお迎えして「平

和教育特別授業」を開催させていただきました。今年 95 歳となる田

戸さんが被爆したのは 14 歳の時でした。たった 1 発の爆弾で壊滅し

てしまった町、大やけどを負って体から剥がれた皮膚がぼろ布のよう

に垂れ下がったまま歩く人の群れ、亡くなったご遺体が折り重なった

川や川原や防火水槽・・・、奇跡的に生き延びたご自身とお姉さんと

必死にお母さんを探した話・・・。このおばあちゃんは、こうした景

色を全部その目で見たんだ、その中を必死で生き抜かれたんだ、こどもたちは、本当に真剣に話

を聴きました。「あたりまえじゃないんだよ」「平和を守ってください」「しっかり勉強してくだ

さいね」・・・田戸さんの一言一言が、心に突き刺さりました。 
また、国分寺の早稲田実業学校高等部の皆さんと、難民支援の「届けよう服の力プロジェク

ト」にも参加させていただきました。勉強が忙しい中来校してくれ、世界の難民の現状と支援の

大切さを熱く訴え、「一緒に服を集めて贈りましょう」との高校生の呼びかけに、５年生の心に

灯が点きました。各ご家庭の多大なご協力の下、10 月末で 700 着を超える服が集まっていま

す。この取組は、11 月 6 日まで行います。 
世界の現状とこれからの未来を思うとき、何としても平和を守りぬいていきたい、世界から

「悲惨」の二字をなくしたいと心から思います。平和は誰かにつくってもらうものではなく、一

人一人の心に創り上げていくものだとしたら、それこそが教育の使命だと考えます。本気を振り

絞った運動会、そして、そうした思い出を共に創った仲間との絆、この絆をさらに大きく広げ

て、みんなで幸せな未来を開いていこうという学びをすすめる学校でありたと思います。教育は

「学校教育」「家庭教育」「社会教育」です。これからも三者の連携を強固に、地域と共に進んで

まいりたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 


